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のない鎌 なものであるoF「日の対 の1国日本

あ策に,真こ甚:く ひら力ヽ二夫平洋男ヽら真赤な太

陽が昇ってきてアジアに朝が訪れる。これは

「星条旗」のひるがえる合衆郵に星が輝きはじ

めて豊界あ■日が終りを告げるめと対称的であ

る点面白伝。      ・    |
国歌としての「君力ytJには全く法的

‐
規定が

なく,ただ戦前から慣習的に君が代が国歌とさ

れているめにすぎないのだそうだが,伝統ある

:着ガ状 が我が国の国歌でなスといい切力′る人が

ぃる
.のであろうか。    |

14・ .5年 :前にも:いわゆる君が代論争が盛ん

に行なわれたことがあらたことを記憶されてい

る人も多い|と思 う。その頃 ,‐ 君力平tには全く科

学性がな―いではないか。さざれ石が巌ていわか)

となるなどとは全 く馬鹿
′
げている3そんな非科

学的
:な
内容をもう国歌は廃上した方がよい。と

主張する人があらた。所力逆 に真面目な地質学

者 |はそれに反論した。小右が集って堆積し,非

常に長い地質的年代を経過すると立派に礫岩 と

いち岩右になるので:君恭代1にも科学性が充分―
を奎Aを仏乞あた二説勇した。  | :  |
どこ
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:きえるのは,1私が4il学時代あ国

語σ時間に開いた君が代の解釈である。教わっ

た先生は小田観螢 (雅号)さんといつて :北海 |

道歌壇の重鎮であり,新墾社という短歌の会を

主宰していた。昔の人は,小石が次第に太つて

やがては大きな岩となり,ついには山を造ると

いう思想をいだいていたとぃう。さざれ石が目

には見えないが長い年月の間にいわかとなり,

その上に苔が生えれば.悠久の時の流れを表現

するにのまことにふ さわ しい。というのが ,

観螢先生の講釈め費点である。全く素朴を考え

を詠んだ歌であるが二一国が永遠に存続して繁

栄することを願うた古人の気持が ,このような

解釈で本当に味えるような気がする。勿論君が

代を詠んだ歌人はネ礫岩の生成過程などの知識

も全くなか0たことは間違いない。

科学者の中にはともすればどういつた身近な
｀

文学的作品に1.無理押しに科学性をもたせて批

判する人もある。科学者が真理の探究を行ない

教育者がその正しい原理を啓蒙し:すべての人

たが近代的な自然観を,もっことが望ましいこと

は当然であるが ,河原に転がる無心の小石が ,

たんだん太●て巨大な岩に成長すると信じた先

祖の思想に思いをはせながら「君ヵ弩tJを斉警昌
`するのもまた格別なものであろうし  1‐
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会誌内容を充実させるため ,広 く会員の方々

の御投稿を希望します。本誌に掲載で―きなかっ

たもあが5篇 (教着議究 1,資料 1,寄書 1)

がありますめで1次号には特に研究発表的な原

稿:を望ふ最す。なた次号には「岩右銀Jに関す

る記事を特集したいので,蒐集岩石の種類
`産

稿  歓 迎

地・サイズ・配置や利用方法などの報告をお願

ぃします。プランだけでも結構でt
原稿はなるべく400字詰用紙を用い ,必ず

横書にしを下さい。研究発表 ,教材停1死 :資料

ら執筆者たは掲載誌を3i部贈皇致します。
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